＜原稿提出の際，印刷に不要な＜文字＞や例は確認後に上書き・消去ください．著者設定のワードファイルからコピーペーストすると，ひな形の設定が消えることがあるのでご注意ください．＞
＜A4版の用紙に12ポイント程度の文字，各ページは25行程度とし，上下左右に3 cm程度の余白を設け，全体を通して行番号とページ番号を付ける．句読点は「。」「、」を用いる．＞

表題：
[bookmark: _Hlk85238823]Title：
簡略表題（日本語）：＜20字以内．＞

著者1,*・著者2・著者3　＜複数の著者名は「・」で区切る．＞
[bookmark: _Hlk159917286]Author1,*, Author2, and Author3　＜複数の著者は「,」で区切り最後は「and」．＞

1所属
2所属
3所属

1Affiliation
2Affiliation
3Affiliation

*連絡著者名
〒住所　＜郵便番号および所属名を含める．＞
Address ＜郵便番号および所属名を含める．都市名を明記しprefectureやcity等は略でOK．＞
例 1-8 Koyama-nishihanaike, Kyoto 603-8148, Japan
[bookmark: _Hlk144289516]e-mail: 
Phone: ＜メイルで連絡が取れない場合に連絡著者に直接連絡が取れるもの．＞

著者識別子（推奨）：＜全著者に対し、ORCIDを持っている場合は記載することを推奨する＞ 
＜著者の英語氏名　https://orcid.org/著者のORCID＞


特集・連載名（日本語）：
特集・連載名（英語）：
＜特集・連載名（日本語および英語）は，特集・連載の記事で記入してください．＞



要旨：＜600字以内．改行しない．コメント原稿以外はキーワードともに必須＞
[bookmark: _Hlk211149232]キーワード：キーワード、キーワード、キーワード　＜五十音順に内容を適切に表す語句5つ以内，表題に含まれない単語を「、」で区切る．＞

Abstract：＜300語以内．改行しない．原著・総説原稿はkeywordsともに必須＞
[bookmark: _Hlk211149243]Keywords：keyword, keyword, keyword　＜アルファベット順に内容を適切に表す語句5つ以内，表題に含まれない単語を「,」で区切る．固有名詞以外は頭文字を小文字に．＞


はじめに　（大見出し：センタリング設定，番号を使わない）
＜導入の文章＞
＜文章末尾の「？」は使用しない形式で統一．生物名は，ブナFagus crenata Blumeのように、基本的に和名（カタカナ）を用い、本文の初出で学名（イタリック表記）と命名者名を示してください．なお種のリストなどの表中では，および動物では本文中でも，命名者名を省略することができます．単位はMKS単位系を用いてください．＞

方　法
中見出し（ボールド設定，番号を使わない）図1

１）小見出し表1
表2

＜方法に関する文章＞図2

＜図表のおおよその掲載希望位置を欄外にテキストボックスで表示＞
＜引用のスタイルは、MendeleyやPapers、Zeteroなどの文献管理アプリケーションが参照するCitation Style Language（CSL）のCSL style repositoryに登録されているhttps://github.com/citation-style-language/styles/blob/master/dependent/ecological-research.cslです。この引用スタイル（Springer版のEcological Research）を文献管理アプリケーションに設定すれば、引用と引用文献がほぼフォーマットできます。＞
＜文献の引用の例を示します（西村2008; Sugiyama and Hayashi 2001; 田中ほか 印刷中; Yamada et al. 2005a,b, 2006)。著者名を出す場合は、岡崎･板本（2009）のようにします。＞
＜ウェブサイトは、適した文献を引用できない場合に限り、引用してください。発行年が不明の場合や逐次更新されている場合は、「引用文献」に含めず、本文中にURLと最終確認年月日を記述してください（「知床世界遺産候補地管理計画（環境省東北海道事務所）」、http://www.sizenken.biodic.go.jp/park/higashihokkaido/topics/8/、2005年11月2日確認）。資料名を出す場合は、YList（米倉・梶田「BG Plants 和名−学名インデックス」http://bean.bio.chiba-u.jp/bgplants/ylist_main.html 最終確認日2014年12月24日）のようにします。発行者と発行年が判明しており、PDFファイルのように原則として逐次更新されていない場合は、文献の引用と同様の形式で引用してください（生物多様性JAPAN 2013）。＞
＜国会議事録などの引用は、「引用文献」に含めず、本文中に発言者、本会議または委員会名と開催年月日、必要ならば議事案件について記します（○○議員、衆議院環境委員会2004年2月23日、環境保全の基本的施策に関する件）。新聞記事についても、「引用文献」に含めず、本文中に確認した記事の記者名か匿名、新聞社名および支社名、朝夕刊の別、最終版でない場合には版数、記事名、日付について記します（匿名、読売新聞北海道支社朝刊「ボランティアがハチ退治」2004年5月14日）。＞

結　果
＜結果に関する文章＞

考　察
＜考察に関する文章＞


著者貢献
＜CRediT分類（https://credit.niso.org/, 2025年9月26日最終確認）に準拠することを推奨する＞
＜複数著者の場合，各著者の役割を記載することを必須とする．単独著者の場合は，全ての内容について著者が責任を負っていることを宣言する．＞
複数著者の場合の記述例：Aが研究デザインを構築し、外部資金を獲得した。BおよびCが調査、実験を実施し、Dが統計分析を行った。Bが原稿の草稿を作成し、A、C、Dは内容を確認の上、重要な修正等を行った。著者全員が最終原稿を確認した。
単独著者の場合の記述例：研究の構想、データ収集・解析、論文執筆のすべてを筆者が単独で行った。

利益相反
＜次の記載例に準じたものにすること＞
該当がない場合の記述例：本論文において、利益相反にあたる開示すべき事項はない。
該当がある、その可能性がある場合の記述例：本研究は［企業名・団体名］の助成を受けて実施された。ただし、資金提供者は研究計画、データ解析、結果の解釈および論文作成には一切関与していない。

外部資金＜該当がある場合＞
＜謝辞とは独立した項目とする．該当がない場合は省略可能とする．＞
記述例：本研究は、JSPS科研費 基盤研究(C) JPxxxxxxxx（受給番号）の助成を受けて実施された。

研究倫理
＜該当がないと考える場合は、その理由も明記する．＞
該当がない場合の記述例：本研究は、人間および動物を対象とした実験・調査を含まないため、倫理審査の対象外である。
ヒトを対象としている場合の記述例：本研究は、日本生態学会大学倫理委員会における倫理審査を受けたものである（承認番号：XXXX）。
ABSに関わる手続きを行っている場合の記述例:本研究は、名古屋議定書および関連する国内外の法令・制度に準拠して実施した。生物材料の採集および利用は、［国名・機関名］が発行した許可証（許可番号：XXXX）に基づき適切に行われた。

AI利用＜該当がある場合＞
＜AIを著者として記載することは認めない．著者はAI利用部分を含め最終的な内容に責任を負う．＞
記述例：本稿における英語要旨は、日本語要旨をA社が提供する大規模言語モデル(URL等)を用いて翻訳したものを著者が確認・修正したものである。全ての記述内容については著者が責任を負う。

謝辞＜必要に応じて＞

引用文献
＜次の記載例に準じたものにすること．＞
＜DOIが付与されているものについてはDOIの併記を必須とする．＞
＜｢印刷中｣（in press）という用語は、その論文が受理されている場合にのみ使用し、未受理の場合には、本文中で「未発表」と記し、引用文献リストには含めない．＞
後藤 晃 (1994) 川と湖の魚たち－由来と適応戦略－. (石城 謙吉・福田 正己編) 北海道・自然のなりたち. 150-166. 北海道大学図書刊行会, 札幌
後藤 晃, 大石 浩平, 高田啓介 (1979) 北海道久根別川 水系－水路におけるイバラトミヨPungitius pungitius (L.) の産卵習性，生長及び食物. 北海道大学水産学部研究彙報, 30:239-251
Maun MA (2004) Burial of plants as selective force in sand dunes. In: Martinez ML, Psuty NP (eds), Coastal Dunes Ecology and Conservation, 119-135. Springer, Berlin
生物多様性JAPAN (2013) IUCN 減災（災害リスク軽減）のための環境の手引き. http://www.bdnj.org/pdf/140509.pdf, 2014年12月25日確認
Society for Ecological Restoration (2004) SER International Primer on Ecological Restoration, version 2. http://www.ser.org/resources/resources-detail-view/ser-international-primer-on-ecological-restoration, 2015年2月15日確認
渡辺 敦子, 鷲谷 いづみ (2004) 生物多様性保全に資する政策の日米比較 (Ⅰ)：絶滅危惧種・外来種・遺伝子組み換え生物. 保全生態学研究, 9:65-76. https://doi.org/10.18960/hozen.9.1_65



表１．＜表の説明＞
	調査地
	変数1
	変数2
	変数3

	調査地１
	
	
	

	調査地２
	
	
	



＜受理後には、校正刷り制作のために編集可能な形式のファイルの提出を求めるため、画像等を利用することは避け、編集可能な形式としておくことが望ましい．＞

表2．＜表の説明＞
＜表組＞



（冊子カラー印刷希望）
＜カラー印刷を希望しない場合は削除・未記入↑でモノクロ印刷＞
＜冊子版のカラー印刷を希望する場合は、著者に追加費用を求める．電子版のみカラーの場合、追加費用は発生しない．＞

＜図ファイル貼り付け　jpg、png、gifを組図を含め一点のみ利用可．組図の記号はa,b,cに統一．エラーの原因になるため，図を見出し内や表組み内に入れないこと．不可：tiff．メタファイル、Power point; Word上で画像とテキストを組み合わせた図、Officeグラフィックスオブジェクトなど．＞

図１．＜図タイトル　本文を参照しなくても内容がわかる説明文 ※図の作画者や写真の撮影者が著者と異なるときは、説明中にそのことを明記し、また必要な場合は著者においてあらかじめ著作権者の許可を受ける．受理後に校正刷り制作のために高解像度の原図の提出を求める．＞
＜図ファイル貼り付け　jpg、png、gifを一点のみ．＞

図２．＜図タイトル　本文を参照しなくても内容がわかる説明文＞


付 録
＜必要な方のみ＞
＜付録は出版時、オンラインで電子ファイルのみ公開とする．＞
＜本文中の引用名および付録の名称は「付録n」（nは1から始まる連番）のように付録番号をつける．ただし，ひとつの付録ファイルに図や表が複数入っている場合は「付録2 図1」や「付録2 表3」などとして本文から引用し、付録ファイル内においても同じく「付録2 図1」などの名称を用いる．＞

付録１　表1.　＜表のタイトル．表の説明文＞
付録２　図1.　＜図のタイトル．図の説明文＞
付録３　プログラムや動画ファイル、大規模なデータなどの資料名称．＜資料の説明文＞
https://自分のサイトやリポジトリサイトなど（アドレスがすでに決まっている場合）
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